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均質な空間になりがちな格子状街路網においては,景観の多様性や場所のわかりやすさに配慮した街路

網計画が必要である．本研究では７つの異なる格子状街路パターンの評価モデルを作成し,そのモデル内

の仮想移動体験を記憶・描画・再歩行させる被験者実験を行った．被験者の回答にみられる記憶・描画の

正確さは，街路空間構造のわかりやすさを反映している． 

実際の都市空間において格子状街路内に斜めに道路が通ることによる道路交差角度の変化や,進行方向
の視線が遮られるＴ字路は,空間構造把握のしやすさに有効な景観変化を提供しており,こうした特異な条
件を再現したモデルによる評価結果を比較する．さらに各街路網の「再歩行のしやすさ」と,被験者の
「経路記憶タイプ」の関連を見出すことを試みた．その結果,「鳥瞰タイプ」がどの街路網パターンにお
いても正確な再歩行に有効であることや,景観変化が多い街路網においては「シーン・動作連動タイプ」
の記憶タイプが有効にはたらくなど,各街路網パターン別に効果的な記憶タイプを明らかにした．それら
の分析の結果から,各街路網パターンが有する空間的わかりやすさの優劣が明らかとなった． 
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１． はじめに 

 

道に迷うことのないわかりやすい都市をいかにし

て計画するかという問題は,都市,建築,交通,環境心

理学等の様々な分野において議論されてきた 1)．著

者らは,交差道路における方向認知について透視形

態の特徴に着目した研究 2)や街路の空間形状認知に

ついて,沿道建物などに着目した研究を進めてきた．

特に後者の研究では，実際の景観映像の中にある検

討対象外の要因の影響を除去した上で，動的な空間

認知を分析するために,ＣＧアニメーションを使用

した実験を行った．従来の多くの研究は,対象街路

における歩行実験が行っているが,街路の空間条件

は多くの要因が複雑に絡み合うので,本研究が対象

としている都市の骨格としての街路網形態の影響が

明らかにされているとは言いがたい． 

 本研究では,わかりやすい都市とは,目の前の都市

景観映像を２次元平面図（イメージマップ）へと変

換しやすく,記憶を頼りにした再歩行がしやすい空

間であると考えているが,これについて歩行する街

路網の空間情報形態によって空間認知がどのように

影響を受けるか検証する． 

 

 

２．本研究の着眼点 

  

先行研究では多様な形状の街路・交差点を対象と

して,わかりやすさに関する認知研究を行ってきた

が,本研究では,格子状街路を対象にする．これは土

地区画整理等の開発でよく用いられる街路形態であ

り,その機能的メリットも大きいがその反面,景観の

変化に乏しく,他の場所との区別がつきにくいため,

場所の同定が困難というデメリットも存在する．均

質な格子状街路網をわかりやすい都市にするために

は,道路の配置計画や景観計画を通じて場所の固有

性を与える事が必要と考える．これは同時に都市景

観としての魅力を高めていくことにも繋がる． 

 「わかりやすい都市」には多様な意義があるが,



本研究では以下の 3点を満たすことであると考える． 

a)イメージマップ(認知地図)を正確に描画できる． 

b)(記憶を頼りに)再歩行が正確に行える． 

c)方向感覚の維持ができる． 

これらのわかりやすさについて,定量的な指標を

用いた分析を行う． 

 

 

３．格子状街路に特徴を与える空間構造 

 

格子状街路は均質になりがちだが,これに景観的

な変化を与えて場所性を強調する例には,表-１に挙

げた例などがある．これらの街路網は,さいたま市

の新興住宅地や,格子状街路網が広がる北海道(札幌

や帯広),ニューヨークのマンハッタンなど,実際に

格子状街路網に変化を与える道路網事例の調査に基

づいて整理したものである． 

各パターンについて,「認知上での道路の役割」,

「認知距離や空間構造把握における認知の歪み」な

どに関する仮説を立てた．メインストリートが街区

長辺方向に延びているパターン１は,メインストリ

ートの存在がランドマーク的存在となることが予測

され,この道路を歩行,横切る時に認知の修正が行わ

れると考えられる．方向によって幅員差が存在する

パターン２は,その幅員差が歩行体験を単調にしな

いので,正確な空間把握に有効にはたらくと考えた．

Ｔ字路が存在するパターン３と４だが,視線が遮ら

れるＴ字路が体験の印象を強くすると考えた．その

中でパターン３は,街区が千鳥構造になっている境

界道路が経路記憶の基準となると考える．パターン

４は街区の長辺方向が異なるので，認知を困難にす

る可能性がある．格子状街路網内の斜めに通る道路

が１本存在するパターン５・６・７は,道路の交差

角度に変化が生まれるので体験の印象を強くすると

考えた．また，斜めに通る道路の認知距離は他の道

路の認知距離とは異なるとの仮説を立てた．その中

で,その道路を境に街区の向きが異なるパターン６

は,街区の向きの変化を体験することで方向感覚を

失いやすいと考えられる．斜めに通る道路が２本存

在するパターン７は,２本であることを認知できれ

ば正確な認知に有効だが,同じ道路であると誤認し

てしまった場合は街路空間把握を大きく誤ることに

なると仮説を立てた． 

以上の仮説群を仮想空間を用いた空間把握実験に

より検証する． 

 

 

４．格子状街路における空間把握実験 

 

前章で述べた「わかりやすさの指標」について歩

行者の空間認知を検証するため，以下のような空間

把握実験を被験者 20 名に対して行った． 

表-１に示す街路網をＣＧモデル化し，リアルタ

イム３次元ビューアにてスクリーン投影する環境を

整えた．被験者はこの仮想空間内において自由な移

動体験をする事が可能である． 

このモデル空間内で歩行者が辿る経路については,

慎重に吟味をした．経路上の曲折回数や通過交差点

数,歩行距離は,被験者の経路記憶に影響を与える要

因であると考えられる．これらの要因が各パターン

間で大きく異なってしまっては,街路網構造が経路

記憶に及ぼす影響を測定できないので,できるだけ

メインストリートが存在する場合

1:基本的な格子状街路網内にメイ
ンストリートが1本存在するタイプ

東西と南北で幅員に差がある場合

2:基本的な格子状街路網で、方向
によって道路に幅員差があるタイプ

5:格子状街路網内に斜めに通る道路が１本存在するタイプ
6:斜めに通る道路を境界に、街区の方向が異なるタイプ
7:格子状街路網内に斜めに通る道路が２本存在するタイプ

Ｔ字路が存在する場合

斜めに通る道路が存在する場合

3:ある道路を境界に街区が千鳥構造になっておりＴ字路が存在するタイプ
4:街区の方向が異なる事でＴ字路が存在するタイプ

表-1 本研究で評価対象となる街路網パターン 

1 

2 

3 4 

5 6 7 



一定になるように,且つ仮説を検証できるように経

路を設定した． 

下記に実験実施手順を示す． 

まず,実験者が指示した経路を,被験者はコントロ

ーラで移動体験し,体験した経路のイメージマップ

を描画した．その際,道路は直線で表現させ,完成後,

印象に残った道路を色付けさせた．その後,再歩行

テストを行った．被験者は，実験者の指示無しで

経路を再歩行した．交差点に到着し次第,進行すべ

き方向(左折・直進・右折)を選択すると共に,その

地点からの出発地点の方向を応えさせ,方向感覚の

ずれに関するデータを記録した． 

 

 

５．分析・考察 

 

(1)街路網パターン毎のわかりやすさ評価 

まず,個人差が表れる認知地図を,街路網パター

ン毎にタイプ分類する（図-１）．分類軸は「街路

網の特徴を把握しているか」「認知距離の誤差の

大小」「ルート曲折順序の記憶の程度」である．

これを基に,認知距離のずれや再歩行の正答率,方

向感覚の誤差について分析した． 

パターン５を例に分析評価結果を解釈すると,ま

ず,斜めに通る道路の距離を他の道路に比べて過大

認知してしまう傾向が見られた．再歩行正答率に

おいて,スタート地点から交差点６までの区間の正

答率は,認知地図の精度に関わらず高い(図-2)．こ

の区間は,斜めに通る道路を体験する区間であり,

シーンとしての印象が強く,再歩行を容易にしたと

考えられる．一方,方向感覚の誤差は,斜めに通る道

路を体験後,誤差が大きくなる傾向にある(図-3)．

これは,２度の道路接続角度の変化が方向感覚の維

持を困難にさせたと言える． 

 

(2)パターン間のわかりやすさに関する比較 

街路網の特徴に共通点があるパターン間で比較を

し,それら要因のわかりやすさに関する優劣を明ら

かにする． 

例えば,パターン１と５は,共にメインストリート

の役割をする道路が１本存在しているという共通の

特性があるが,格子街路に対する道路の角度が相違

点である． 

両者の再歩行正答率と方向感覚誤差を比較すると,

再歩行正答率はパターン５の方が優位であるが,一

方で方向感覚の誤差の面では劣位であった．このこ

とは,前節で示した再歩行・方向感覚に関する考察

の確認となった． 
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図-3 再歩行正答率(例:パターン 5) 

方向感覚の誤差（パターン５）
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図-4 方向感覚誤差(例:パターン 5) 

図-2 イメージマップのタイプ分類(例:パターン 5)
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図-1 パターン５の経路図 



(3)記憶のタイプの類型化 

各街路網パターン毎に,有効な記憶の仕方・型が

存在すると考え，記憶タイプの類型化を試みた．ま

ず，実験後に行った被験者からのインタビューより,

「頭の中でどのように地図をイメージしたか」「再

歩行時に何を判断材料にしていたか」の返答を整理

した．また,認知地図の観察することで,基準・印象

に残ったものに色付けさせた道路の数を測定した．

さらに,認知地図の精度と再歩行の正答率を比較し,

著しく差があるものを抽出した．これらから,どの

ような記憶タイプが存在し,被験者がそのどれに属

しているかを考察した．結果，経路を記憶する際の

記憶タイプを６タイプ抽出した（表-2）．人によっ

ては,いくつかの記憶タイプを組み合わせて保有し

ている場合がある． 

 

(4)再歩行の精度と記憶タイプ 

これまで採り上げてきた都市のわかりやすさを

示す指標の中で,再歩行のしやすさに着目する．認

知地図が少し歪んでいたり,方向感覚の維持ができ

なくても,再歩行を正確に行うこと

が可能であれば,目的地に到着する

ことは可能であることを考えると,

「再歩行」が実際の散策体験では

大きな重要性を持つと考えられる

からである． 

 正確な再歩行をするためには,都

市がわかりやすい構造を有すると

同時に,経路記憶の仕方などの人的

要因も重要である．そこで,各街路

網パターンで,正確な再歩行をする

ために有効な記憶タイプを探るこ

とを目的とした．表-3 では,被験

者別に各街路網パターンの正答率

とその被験者が属する記憶タイプ

を照らし合わせた． 

 はじめに,「正確な再歩行」の定

義をする必要がある．本研究では,

交差点での経路選択ミス回数など

を考慮し,「再歩行正答率 90%以

上」であることが「正確な再歩行

ができている」と設定した． 

次に,各街路網パターンごとに

「再歩行正答率 90%以上」である

被験者を集め,その被験者たちが

属している記憶タイプの数を集計

した．そして,その数と全被験者

の各記憶タイプ該当者数との割合

を計算した．これを,再歩行高正

答率者の「記憶タイプ該当率」と

呼ぶことにする．この「記憶タイ

プ該当率」が意味することは,そ

の数値が低ければ,その記憶タイ

プに属する人のうち正確な再歩行

を行えた被験者は少なかったこと

を示す．つまり,その街路網パタ

ーンではその記憶タイプは有効で

表-3 被験者別 各街路網パターンの正答率と属する記憶タイプ 

No. A B C D E ＥＴ

1 ● ●

2 ●

3 ● ●

4 ● ●

5 ● ● ●

6 ●

7 ● ●

8 ●

9 ● ●

10 ● ● ●

11 ● ●

12 ● ●

13 ●

14 ● ● ●

15 ● ● ●

16 ●

17 ● ●

18 ● ●

19 ● ●

20 ● ●

凡例：街路網パターン
4 8 8計 2 11 6

表-2 記憶タイプの類型化 

【Ａ】
鳥瞰タイプ

・ 体験移動しながら、バードビューの視点を持って地区のイメージを行う。高次元の認知。

・ 頭の中のイメージマップと目の前の体験を照合させながら再歩行をする。
以下の被験者がこれに該当する。
・ インタビューにて「空から見た映像をイメージしながら移動した」と答えた被験者

【Ｂ】
曲折方向
コード化
タイプ

・ 交差点の曲折順序を記憶する。

・ タイプ【Ｃ】と組み合わせて記憶する事が多い。
以下の被験者がこれに該当する。
・ 再歩行の判断材料が記憶した曲折方向に依存する被験者

【Ｃ】
曲折場所
コード化
タイプ

・ 前回曲がった交差点から何番目の交差点を曲がるかを記憶する。

・ タイプ【B】と組み合わせて記憶する事が多い。

・ 正しく記憶できていれば再歩行は成功するが、曖昧な記憶は想起を誤る場合もある。
以下の被験者がこれに該当する。
・ インタビューにて「交差点の数を覚えながら地図を描いた」と答えた被験者

・ 認知地図の観察にて、「直進した道路にも交差点の存在をマークしていた」被験者

【Ｄ】
基準軸設置
タイプ

・ ある道路を絶対的な基準にして、地図をイメージする。

・ 頭の中のイメージマップと目の前の体験を照合させながら再歩行をする。
以下の被験者がこれに該当する。
・ インタビューにて「道路のつながりを考えながらイメージした」と答えた被験者

・ 認知地図の観察にて、基準道路を多くマークした被験者

【Ｅ】
シーン・動作
連動タイプ

・ ルートの曲折順序が少し曖昧であっても、再歩行で映像を再認した時に、進行方向を正確に
決定できる。
以下の被験者がこれに該当する。
・ 再歩行時の判断材料として、シーンの特徴を挙げた被験者

・ 認知地図の精度は低いが再歩行の精度は著しく高い被験者

【ＥＴ】
Ｔ字路
シーン・動作
連動タイプ

・ タイプＥの限定型。

・ Ｔ字路など、視線の見通しが遮られることでそのシーンを大きな目標・手がかりにし、その映
像内の要素(家の色など)を再歩行の判断材料にしている。
以下の被験者がこれに該当する。
・ 再歩行時の判断材料としてＴ字路シーンの特徴を挙げた被験者

・ 認知地図にＴ字路やその周辺要素を色付け記入している被験者



はないことがわかる．一方,その数値が高いという

ことは,その記憶タイプに属する人のうちで正確な

再歩行を行える人が多かったことを表し,その記憶

タイプがその街路網パターンにおける正確な再歩行

に有効であるといえる． 

ここでは同様にパターン５の場合を例に挙げる．

パターン５における再歩行正答率 90％の被験者を

集め,彼らの記憶タイプ該当率を算出した．すると,

表-4 に示されるように,[Ａ]鳥瞰タイプが最も有効

な記憶タイプであり,次は[Ｅ]シーン動作連動タイ

プである．街路網パターン毎のわかりやすさ評価で,

斜めに通る道路がシーンの印象を強めるという結果

を得ており,そのシーンと動作を連動させた[Ｅ]タ

イプが,正確な再歩行を助けていると考えてよい． 

同様にして,各街路網パターンごとに正確な再歩

行に有効にはたらく記憶タイプを抽出した．それら

をまとめると,図-5 のような関連図を描くことがで

きる．再歩行を正確に行う時,[Ａ]鳥瞰タイプの記

憶は非常に有効と言える．また,[Ｃ]曲折場所コー

ド化タイプも全てのパターンである程度の該当率と

なっており,曲がる場所を覚えてしまう記憶方法が,

正確な再歩行を助けていると考える． 

 各街路網パターン別に結果を追うと,まず,街路網

パターン１と３は，[Ｄ]基準軸設置タイプが有効で

あることが示されている．この両パターンにおいて

は,広幅員もしくは街区千鳥配置の境界である道路

がメインストリートの役割を果たすという仮説を立

てており,この仮説を立証していることになる．ま

た,Ｔ字路が存在するパターン３と４は,[ＥＴ]Ｔ字

路シーン･動作連動タイプが有効であることが示さ

れ，やはりＴ字路が体験の印象を強くして正確な再

歩行に有効にはたらいていることを確認できた．同

様にパターン６も[ＥＴ]Ｔ字路シーン･動作連動タ

イプが有効であることが示されているが，これは街

区の向きが異なることによって道路方向の視線が建

物に遮られることとなり,Ｔ字路同等の景観変化が

生まれているということが言える．一方,方向によ

って道路の幅員差が設けられたパターン２は, [Ａ]

鳥瞰タイプと[Ｃ]曲折場所コード化タイプ以外は,

正確な再歩行に有効な記憶タイプはあまり無い．パ

ターン２は,他の交差点,もしくは他の道路と区別の

付くような特徴を有しておらず再歩行の手がかりと

なる要因が少ないことがその理由と考えられる． 

このようにして街路網パターンとその地区の再歩

行に適した記憶タイプの関連が明らかになった． 

 

(5)まとめ－各街路網パターンが有する空間的わか

りやすさ 

以上の分析結果をまとめ,各街路網パターンが有

している空間的わかりやすさをまとめたのが表-5

である．各街路網の特徴が,経路記憶にどのように

はたらいているかを整理した．全体的に景観に特徴図-5 街路網パターンと記憶タイプの関係 

No. A B C D E ＥＴ

1 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○

7 ○ ○

13 ○

14 ○ ○ ○

18 ○ ○

19 ○ ○

2 5 3 1 6 1

2 11 6 4 8 8

計

各記憶タイプに属する被験者数

記憶タイプ該当率（パターン５）

0%

25%

50%

75%

100%

A B C D E ＥＴ
記憶タイプ

記
憶
タ
イ
プ
該
当
率

表-4 再歩行高正答率者の記憶タイプ該当率(例：パタ

ーン 5) 



を与える道路は,他の道路に比べて認知距離の誤差

が大きくなる傾向もあるが,再歩行時には正しい判

断に貢献している． 

 

 

６．結論 

 

本研究では,均質になりがちな格子状街路の景観

体験に変化を与えると考えられる街路網パターンを

挙げ,その街路網パターンの空間的わかりやすさを

検証したものである．その過程で,被験者による空

間把握実験を行い,空間のわかりやすさを示す指標

を,被験者の「認知地図の正確さ」「経路選択(再歩

行)の正答率」「方向感覚の誤差」とした．これら

の指標により,各街路網パターンの場の定位に影響

を与える特性や,他のパターンとのわかりやすさに

関する優劣の傾向を見出した． 

また,被験者の記憶のタイプを抽出し,6 グループ

に類型化をすることができた．そして,「記憶タイ

プ」と「街路網パターン」との関連が明らかになっ

た．[Ａ]鳥瞰タイプは,どの街路網パターンにおい

ても有効であるが,より高次元の認知のため,属する

被験者は少ない．Ｔ字路,もしくは視線が遮られる

街路網構造になっているパターンにおいては,[Ｅ]

および[ＥＴ]シーン･動作連動タイプが,正確な再歩

行に対して有効にはたらくなど,各街路網パターン

において,正確な再歩行を行うために有効なはたら

きをする記憶タイプが存在することが明らかになっ

パターン１ パターン２

街路網
特徴の役割

メインストリートが１本存在することを認知できる人にとっては大
きな目印となる。

道路の延びる方向を把握するのは容易となる。すべての交差点
が同じ構図になってしまうという問題点もある。

認知距離の
歪み

メインストリートは他の道路に比べて認知距離を過小評価する傾
向にある。

経路をコード化して記憶する傾向があり、距離感が無くなりやす
い。

再歩行 メインストリート周辺では誤りにくい。
交差点が同じ構図になってしまい、曲がる地点の手がかりが少
ない。

方向感覚 メインストリートを基準にすれば大きな誤差は生まれない。
認知距離のずれが誤差に影響を及ぼしているが、方向認知の
回答は容易。

記憶タイプ
との関連

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｃ]　[Ｄ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｃ＝Ｄ

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｃ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｃ

パターン３ パターン４

街路網
特徴の役割

千鳥構造になっている境界道路を認知できた人にとっては、そ
の道路は認知の基準となる。Ｔ字路は効果的にシーンの印象を
強めている。

街区の方向が異なることで道路ネットワークのつながりを把握し
づらい。しかし、Ｔ字路が散在しているので、シーンの印象を強め
る。

認知距離の
歪み

境界道路を認知できなかった人は、この道路を過小認知する傾
向にある。

街区の方向が同一でないことから、各区間でずれが生じている。

再歩行
Ｔ字路の存在が正確な再歩行に貢献するが、境界道路は曲がる
地点の判断に苦しむ。

街路網の特徴を把握できていなくても、Ｔ字路が散在しているこ
とが正確な再歩行を助けている。

方向感覚 街路網の構造を把握できていれば大きな誤差は生まれない。 大きな変動は無い。

記憶タイプ
との関連

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｂ]　[Ｃ]　[Ｄ]　[ＥＴ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞ＥＴ＞Ｃ＞Ｄ＞Ｂ

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｂ]　[Ｃ]　[Ｄ]　[Ｅ]　[ＥＴ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｃ＞Ｂ＝Ｄ＝Ｅ＝ＥＴ

パターン５ パターン６ パターン７

街路網
特徴の役割

道路が斜めに通っていることは把握しやす
く、且つ道路の接続角度に変化を与えてい
ることからその区間の印象を強くする。一
方で、方向感覚の維持が困難になる傾向
もある。

街路網の特徴より、境界道路方向を眺め
た時に視界が遮られ、Ｔ字路のような役割
を果たす。一方で、境界道路で分断された
地区をまたいで体験すると、認知のずれは
生じやすい。

斜めに通る道路が２本あることを把握で
きていれば、正しい認知に大きく貢献す
るが、把握できない（１本だと思い込んで
いる）場合が多く、誤らせる要因となって
いる。

認知距離の
歪み

斜めに通る道路の認知距離を過大評価す
る傾向がある。

境界道路で分断された区域で、認知距離
が異なってくる。

パターン５同様。

再歩行
斜めに通る道路を含む区間は正確な再歩
行が可能。その道路から離れると、誤って
しまう。

境界道路の体験と遠方から境界道路の存
在を確認できることが、正確な再歩行に貢
献している。

街路網の特徴を把握できていなくても、
斜めに通る道路周辺の再歩行は正確に
なる。

方向感覚
斜めに通る道路体験後、誤差が大きくなる
傾向にある。

スタート地点とは街区の方向が異なる地区
に入ると誤差は増える。

パターン５同様。

記憶タイプ
との関連

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｃ]　[Ｅ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｅ＞Ｃ

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[B]　[Ｃ]　[ＥＴ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｃ＞ＥＴ＞Ｂ

正確な再歩行に有効な記憶タイプ
　　[Ａ]　[Ｃ]
有効な影響力の強さ
　　Ａ＞Ｃ

表-5  各街路網パターンの空間的わかりやすさ 



た．こうした関係性がより明確となれば,空間計画

者の意図と空間利用者の認知を結びつけることが可

能となる． 

最終的に,各街路網パターンが有する空間的わか

りやすさを表-5に整理して示した． 

これらを総合的に街路網パターンの評価をする

と,次のことが言える． 

(a)正確なイメージマップ（認知地図） 

最も描きやすいパターンは,格子状街路内に斜め

に通る道路が存在するパターンである．一方,正確

に描きにくいパターンは，街区の方向が異なること

でＴ字路が存在するパターンである． 

(b)正確な再歩行 

正確な再歩行をしやすいパターンは，Ｔ字路が存

在するパターン（街区が千鳥構造になることでＴ字

路が存在するパターンと，街区の方向が異なること

でＴ字路が存在するパターン）である．一方,正確

な再歩行をしにくいパターンは，方向によって道路

の幅員に差があるパターンとなる． 

  

以上のような各街路網の空間的わかりやすさをよ

り詳細に解明することにより，それらが持つ「特性

を活かす」もしくは「欠点を解消する」などの対応

が街路網計画で検討できると考える． 
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